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 平成 28 年度よりスタートした「ちば男女共同参画基本計画 第４次ハーモニープラン（以下「新計

画」という。）」においては、「ＬＧＢＴ（性的少数者）への理解促進と支援」を重点施策の一つと位置付

け、さまざまな事業を展開していきます。 

 

１ 新計画に掲載している指標・具体的事業 

新計画では、「ＬＧＢＴ（性的少数者）への理解促進と支援」に関連した指標として、２つの目標を

掲げました。 

指標目標とした「ＬＧＢＴ（性的少数者）に関して社会的な意識が高まっていると思う人の割合」、

「学校や職場内の人が、ＬＧＢＴ（性的少数者）だった場合、これまでと変わりなく接することがで

きると思う人の割合」の 2 指標については、平成 33 年度の目標達成に向け、ＷＥＢアンケートを継

続実施、市民の意見・意識を広く調査し、周知・啓発活動を行っていきます。 

 

 

 また、個別に取り組んでいく具体的事業として以下の４つの事業を掲載しています。 

 

 

 

 

LGBT（性的少数者）に関して社
会的な意識が高まっていると思
う人の割合

学校や職場内の人が、LGBT（性
的少数者）だった場合、これま
でと変わりなく接することがで
きると思う人の割合

平成27年度

74.0%

平成27年度

Ⅴ

指　標　項　目

生涯にわたる
心身の健康と
性・ＬＧＢＴ
に 関 す る
理解への支援

基　本　目　標 （調査時期）

平成33年度

90.0%

平成33年度

最終目標

（達成時期）

（目標数値）

60.7% 85.0%

現状値

（数　値）

52101
LGBT（性的少数者）の理解促進
〔新規〕

LGBT理解促進のため、男女共同参画セン
ターなどで講座を開催する。

男女共同参画課

52102
学校におけるLGBT（性的少数者）の理
解促進
〔新規〕

学校現場においてより適切な支援を実施す
るため、管理職を中心として教職員向けに
LGBT理解促進のための研修を実施する。

指導課

52103
LGBT（性的少数者）相談窓口の充実
〔新規〕〔基本目標Ⅴ-1-②の再掲〕

LGBT（性的少数者）専門相談窓口を設置
し、運営する。

男女共同参画課

52104
公的証明書における性別欄の廃止
〔新規〕

公的証明書類における性別記載の廃止や
記載の有無を選択できるよう取り組む。

男女共同参画課
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２ 新計画における平成２８年度具体的事業の取組み 

具体的事業の今年度の取組みは以下のとおりです。 

 

 ※『事業№52104 公的証明書における性別欄の廃止』の対応未済 4種は「印鑑登録証明書」、「埋

火葬許可証明書（埋火葬許可発行済証明書）」、「学区外通学承認通知書」、「区域外就学承認通知書」。 

  なお、「印鑑登録証明書」については、平成 28年 9月に、条例改正が議決され、性別欄の廃止が決

定しました。 

 

 

３ 新計画掲載外その他の取組み 

○千葉市議会では、平成 28年第 1回定例会（3月）において、性的少数者が、学校や職場などの

生活の各場面で差別的取り扱いを受けないようにするよう、国において措置を定めるとともに、

性的少数者が存在することも踏まえた社会制度づくりが進められるよう、共生社会の実現に向け

た新たな法整備も講ずる必要があるとして、国に対し、性的少数者に対する差別の解消を強く求

める「性的少数者に対する差別の解消を求める意見書」を提出しました。 

 

○2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、ロンドン視察を行い、ＬＧＢＴに関

する理解促進のための取組みや環境整備、配慮について、関係団体と意見交換しました。東京オ

リンピック・パラリンピックの競技会場都市として、多様性を尊重し、共生社会を実現するため、

視察で得られた成果を活かしていきます。 

 

 

52101
LGBT（性的少数者）の理解促進
〔新規〕

男女共同参画センターにおいて、男女共同参画講座
Ⅰ「学校で、仕事で、地域で～LGBTを受けとめるに
は」を10月8日・15日・22日に実施（全3回）
参加者延べ57人

庁内のLGBT理解促進のための研修を実施（29年1月
予定）

52102
学校におけるLGBT（性的少数者）の理
解促進
〔新規〕

「管理職特別研修会（人権教育）」を7月25日に実施
参加者は小・中・特別支援学校校長・教頭169名
「人権教育担当者研究協議会」を6月10日に実施
参加者は小・中・特別支援学校人権教育担当者169名
文部科学省からの通知文を配付

52103
LGBT（性的少数者）相談窓口の充実
〔新規〕〔基本目標Ⅴ-1-②の再掲〕

男女共同参画センターでのLGBT専門相談窓口の設
置を検討

52104
公的証明書における性別欄の廃止
〔新規〕

公的証明書類78種について、各所管課に対して、性別
欄の廃止あるいは裏面記載等の対応を求めた。
平成27年度末時点での対応状況調査結果では、対応
可能なものはすべて対応済み、対応未済が4種（※）
である。
対応未済のものについては、システム改修時期や用
紙印刷時期とあわせて対応する予定。
（法令等の規定により、性別欄を記載せざるを得ないも
のは除く）

事業№ 事業名 事業実施内容
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○千葉市内においても、ＬＧＢＴ当事者などで構成された市民団体が発足し、市民による自主的な

活動がはじまっています。千葉市としてもその活動等を後援しています。 

11月 19日には、男女共同参画センターにおいて、ＬＧＢＴシンポジウムを開催するなど、理解

促進に向け、市民による主体的な取組みが広がっています。 

 

○九都県市首脳会議において、千葉市の提案によりＬＧＢＴへの配慮促進についての検討会が設置

され、今後の情報収集、調査研究にあたって、発信力のある九都県市が共同して、ＬＧＢＴへの

適切な対応や支援、正しい知識の普及啓発を行っていきます。 

 

  ○千葉市では、平成 29年 1月より、ＬＧＢＴである市職員が利用可能な休暇制度を新たに導入し

ます。 

性別が同一である者とパートナーシップを形成した者の共同生活を支援する観点から、事実婚と

同様に取り扱い、利用対象を拡大することとしました。 

 

 

４ 平成２９年度以降の取組み 

「ＬＧＢＴ（性的少数者）への理解促進と支援」については、市民がＬＧＢＴに関する正しい情報

に触れ、人権への理解を深めていくことで、当事者が偏見や差別を受けることなく、自分らしく生活

できるよう教育や啓発活動を積極的に進めるほか、当事者・支援団体とも意見交換をしながら相談等

の支援に取り組むこととしています。 

近年、社会全体においても、ＬＧＢＴを取り巻く環境は大きく変化し、関心が高まりつつある中で、

千葉市においても当事者に寄りそったきめ細やかな事業展開・支援のため、どのような配慮が求めら

れているかなど、研究・検討するとともに、今後の審議会において取組みに向けた有用な手法等を調

査審議していきます。 

 

 

 

 

参考 

 

ＬＧＢＴ（性的少数者） とは 

新計画において、ＬＧＢＴとは、性的指向や性同一性障害等を理由として困難な状況に置かれ 
 
ている人々のことを指します。 
 
※ＬＧＢＴ：レズビアン（Lesbian）          ＝  女性同性愛者、 
  

ゲイ（Gay）                   ＝  男性同性愛者、 
 

      バイセクシュアル（Bisexual）       ＝  両性愛者、 
 
       トランスジェンダー（Transgender） ＝  性同一性障害など、 
 
     の頭文字をとった単語であり、性的少数者の総称のひとつ。 

＝ 女性同性愛者、 

 
＝ 男性同性愛者、 

  
＝ 両性愛者、 

 
＝ 性同一性障害など、 


